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響やそのメリット、デメリットなどについてまとめた。そ
の結果、例年の年長児と比較して以下のような特徴があげ
られた。
・　冬でも積極的に戸外で遊ぶ姿が多くみられるように
なった。
・　１つの遊びに対して集中して取り組めている。
・　骨折などの大きな怪我が少なくなっている。
・　運動遊びや日常の遊びにおいて療育児への励ましなど
がみられるようになった。
・　躍動的な遊びが多くみられるようになった。
・　戸外で早く遊びたい為、朝の身支度が早くなり、自主
的に遊ぶ様子が多くみられる。
・　自分で目標を設定して活動に参加するようになった。
・　朝のサーキットを楽しみにしている子どもが増えた。
・　子ども自身が様々な動きができるようになり自信を持
てている反面、自己主張が多くなり、小さなトラブル
がよくみられる
・　クラスの友達ではなく、他のクラスと一緒になり、年
長全体で遊びに取り組む姿がみられる反面、異年齢間
の遊びや交流がやや少なくなった。
これらの結果をもとにすると、今回の取り組みでは、子
どもたちに多くのメリットとみられる効果が得られている
ことが推察される。今後もさらに取り組みを継続、工夫し、
さらに多くの効果が得られるようにするとともに、いくつ
かのデメリットとも言える改善点も示されたことから、そ
れらの解決へ向けて取り組んでみたい。
保育者の意識や行動の変容
約１年間にわたる意図的な運動遊びによる介入を試みた
が、その際、体育専任教員を配置し、年間を通した運動遊
びの計画、実施について検討していただいた。またそれに
合わせて、クラス担任も一体となって運動能力の測定補助
やサーキット遊び時の体育専任教員へのサポート、さらに
は日頃の子どもたちへの運動遊びへの動機付けなど関わっ
ていただいた。それらの取り組みをもとに、年度末に協力
していただいた年長児の担任の先生に加えて、主任、園長
先生にも参加いただき、今回の取り組みに対するメリット、
デメリットなどについて討議していただいた。その結果、
以下のような意識の変化や行動への変容などがあげられた。
・　個々の子どもの運動能力がわかるようになったことで、
具体的な励ましや目標設定を一緒に行うことができる
ようになった。
・　子どもの達成感や喜びをより共有することができるよ
うになった。
・　目標設定へ向け、環境構成をする工夫をしたり、指導
法を学んだりする姿勢が身についた。
・　今まで以上に子どもの思いや意見を尊重し、個々に合
わせた声かけや援助を行うようになった。
・　保育者も積極的に子どもの遊びに参加できている
・　体育専任教師や年長組の担任同士の連携がとれている
以上のことから、保育者自身もこれまで運動遊びなど、
受け身になりがちであった対応から積極的に運動遊びへ取
り組む姿勢や、子どもへ関わりなど意識や行動の変容がみ
られることが伺える。そしてこのような変更が、子どもの
運動能力の向上に対しても少なからず影響しているとみら
れる。
４．結　　論
本研究ではこども園におけるサーキット遊びを中心とし
て、１年間の意図的な運動遊びへの介入を行い、そのこと
が身体の発育や運動能力へ及ぼす影響など明らかにすると
ともに、運動遊びを通しての子どもたちの変化や保育者の
意識や行動の変容などについてもあわせて明らかにしてい
くことを目的とした。その結果以下のことが明らかとなっ
た。
１）１年間の子どもの身長や体重など身体の発育は、これ
まで報告されている発育量とほぼ差がみられないこと
から、運動遊びによる発育への影響はみられなかった。
２）走動作（往復走）、跳動作（立幅跳）については５月か
ら翌年の２月にかけて記録の向上がみられ、また運動
能力得点も大きくなり運動遊びの効果があったとみら
れる
３）投動作（ボール投）については５月から翌年の２月に
かけての記録の伸びは低く、運動能力得点も低下する
傾向がみられた。
４）１年間の運動プログラムを通して、例年と比較して積
極的な外遊びや同年齢間の大きなグループでの遊びの
展開ができるようになっている反面、異年齢間の遊び
や交流が少なくなっていた。
５）１年間の運動プログラムを通して保育者も積極的に子
どもの遊びに参加できているとともに、体育専任教師
や年長組の担任同士の連携がとれるようになるなど、
意識や行動に変容がみられた。
これらの結果をもとにすると、子どもへの意図的な運動
遊びの介入は、少なからず子どもの発育や発達に影響をお
ぼしていることが示唆された。今後は投動作に関して、よ
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り効果的な指導法などさらに検討した遊びの展開と、異年
齢も含めた園全体の遊びの展開を目指して取り組んでいき
たい
なお、本研究結果は、授業としての保育内容（健康）の
指導法に関する研究の一環として取り組むものでもあった。
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